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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。

１）先週の市場動向
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日経平均株価（左軸） ＴＯＰＩＸ（右軸）

（月/日）

（円） （ポイント）データ期間：2022年4月8日～2022年7月8日（日次）

≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で上昇しました。
前週末に米長期金利が低下し、米国株式市場でハイテク株を中心に買われた
流れを受け、週前半は上昇しました。主要国の積極的な利上げによる世界景
気の減速懸念や、国内で新型コロナウイルスの感染者数が急増していること
などから、週央に下落したものの、週末にかけては、6月の米連邦公開市場委
員会（FOMC）議事要旨が想定内の内容であったことや、中国が大規模な景
気対策を公表したことなどが好感され上昇しました。なお、安倍晋三元首相
が8日（金）の演説中に銃撃されたとの報道を受け、週末は引けにかけて上昇
幅を縮めました。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で上昇しました。
祝日明けの米国株式市場は、米景気の減速懸念から景気敏感株を中心に売り
が広がったものの、その後は、6月のFOMC議事要旨が想定内の内容であっ
たことや、中国の大規模な景気刺激策が好感され上昇しました。なお、週末
に公表された6月の雇用統計は、引き続き米労働市場の堅調さが確認される
内容となったものの、市場の反応は限定的でした。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で上昇しました。
国内における新型コロナウイルス感染再拡大への懸念などから相対的に安全資
産とされる国内債券は買われる場面もあったものの（利回りは低下）、先週ま
で利回りは低下基調にあったことから割高感が意識されている面もあり、持ち
高調整目的の売りが出やすく（利回りは上昇）、週間では前週末比で上昇とな
りました。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で円安米ドル高となりました。
週末に6月の米雇用統計の公表を控え、持ち高を調整する目的の円買い米ド
ルも出やすかったものの、6月のFOMC議事要旨を受け、日米の金融政策の方
向性の違いが改めて意識されると、円売り米ドル買いが進みました。
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３）米国の株式市場
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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米国をはじめとした主要国の急速な金融引き締めと、それにともなう世界景気
の減速懸念は根強く、株式市場は経済指標の結果の良し悪しに一喜一憂する展
開が続いています。
8日（金）に公表された6月の米雇用統計は、非農業部門雇用者数は前月比
+37.2万人と増加幅は前月からやや鈍化したものの、失業率は3.6％と前月から
横ばいとなりました。米連邦準備制度理事会（FRB）高官が、労働市場は依然
堅調との見方を示していることや、6月のFOMC議事要旨から、FRBが7月会合
で0.75％の利上げを決定するとの観測が強まっています。国内では、10日
（日）に参院選の投開票が行われました。8日（金）に安倍元首相が演説中に銃
撃され死亡するという事件があったものの、事前の予想どおり与党である自民、
公明両党が改選議席の過半数を獲得しました。政権基盤の安定を維持したこと
で、今後の政策の実行力がより高まることが期待されます。
日米の企業の決算発表が徐々にスタートします。今週の株式市場は、引き続き、
金融引き締めによる景気減速懸念がくすぶるなか、決算結果や業績見通しを材
料にした個別銘柄の物色買いが相場を支えることとなりそうです。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号
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【当資料に関する留意点】

• 当資料は、市場環境に関する情報の提供を目的として、ニッセイアセットマネジメントが作成したものであり、特定の有価証券等の勧誘を目的とするものでは
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